Le sens fondamental de 《quand même》 : sur les fonctions de quand et même by 近藤 由佳 & Yuka Kondo
27
quand mOmeの基本的意味 quandとmOmeの機能を中心に
近 藤 由 佳
o.はじめに
「たとえQでもPである」という事柄を表現しようとするとき,フランス語
で 《quand mome+Q, P》(1)という構文を用いて発話を構成することがあり,
その頻度もかなり高いようである。たとえば「たとえ君が正しくても,節度を
守らなければならない」と言いたい場合,以下のような2つの発話が考えられ
る.
(01)Quand mOmetu aurais raison, il faudrait garder la mesure.
GramⅢairc pratique du francais d'aujourd'hui―-l n―(IAUGER,G.,
gue par16e, langue ёcritc――, 1968, p.347)
(02)IOme quand tu as raison, il faut garder la mesure.
しかし,インフォーマントによれば,(01),(02)の発話は明らかに違 ったニュ
アンスをもっているという。2つの発話を比べると,P,Qそれぞれの動詞叙
法が異なっているし,quand mome,mOme quandにおける momeの位置 も異なっ
ている。
mome quandについてはこれまでの quandとmOmeの機能に関する記述で説
明することができるが,quand momeについてはそれだけでは説明が困難であ
ると思われる.そこで,我々 は quand mOmeの用法に焦点を当て, この表現の
もつ本質的意味と, P,Qそれぞれの動詞叙法選択の実態を明らかにすること
を本稿の目的とする。必要に応 じて mome quandと対比 しながら,まず1章で
28             quand memcの基本的意味
さまざまな関連文献の記述を簡単に紹介し, 2章で quandとmomeの役割に
ついての説明を試み,quand momcのもつ意味を考える。そして, 3章でP,
Qの動詞叙法の組み合わせを考察した後, 4章で考察の結果をまとめる。
1.関連文献の記述
ここでは quand mOmeに関するさまざまな文法家による記述を簡単に振 り返 っ
ておきたい。我々が目を通 した文献における記述は似通っており,大きな差異
はほとんど認められない。
まず, この表現のもつ意味であるが,どの文献においても 《concession》と
表され, 日本語訳つきの文献においては「たとえ～でも,～ても_1と訳されて
いる。また, P,Qの動詞叙法については, PもQも条件法に置かれるのが 一
般的であるとされているが, Pに直説法が現れることもあるし,稀ではあるが ,
Qにもある一定の水準よりも現実性が高いと思われる仮定を述べるときには直
説法が用いられることもあるという.
(03)Quand meme ie vOudrais prendre ta place, je ne le pourrais plus,
on ne me croirait pas.  (AYHE dans TOGEBY, 1985, p.118)
(04)Si on aime trёs for , quand mome on est sOparO, quand mOme on a
de la peine, on continue a vivre ensembre.  (LICHETENBERGER
dans TOGEBY, 1982, p.525)
また,我々 の DISCOTEXTによる調査 (2)ではQの動詞が条件法ではなく,接
続法に置かれている例 もいくつか見られた。
(05)...quand mOmc on nous eat mёprisё, nous seriOns toujours venus.
(LAIARTINE,A.de, Les Confidences(2), 1849, p.210)
この場合,Qの動詞は接続法大過去となっており,他の例についてもすべて同
様であった。接続法大過去は条件法過去第2形ともよばれることから,条件法
過去 と同じ価値をもつものと考えられ,従来言われてきた接続法のはたらきを
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しているわけではない。したがって, これらの例はすべて多くの文法家が主張
している一般的な説の範囲である。
2.quandとmOmeの樹論旨
2.1.quandの樹論ヒ
TOGEBY(1982)によれば, quandが導K'布は 《prOposition temporeHe》と
《proposition non―temp reHe》の2通りに分かれる。 《prolx)sition tempo―
relle》は時の流れを意識 し,同時性 (simultanoit6)やchaque fois queな
どのように「～するたびに」という意味を表す。
(06)J'attendais depuis dix minutes,回l est arr v6.
(1′E ROBERT IETHODIQUE)
(07)Quand l'un disait oui, 1'autre disait non。  (ibid.)
また,《proposition non temporeHe》は時の流れを意識 しない用法で,
《exclamatif)とくconiOnCtiOn modale》に大きく分けることができる。
《exclalnatif》は怒 りや驚きなどの感情を表す。
(08)Quand ie vouS le disais! (LE GRAND ROBERT)
(09)Quand ie pense qu'elle aura bientOt seize ans!(ibid.)
《cOnjonction modale》 は du mOment que, dёs lors que, puisque などと美頁
似した意味で原因を表す場合と,si,quand(bien)mome,mome siと同じよ
うに仮定・条件を表す場合の2通りに分かれる。
(10)Quand i'ai fait ca, ie ferai bien le reste! (TRESOR)
(11)Quand elle l'eat voulu, elle n'eat pas pu ne iamaiS blesser au―
cun des sots qui pullulaient a cette cour.   (LE GRAND ROBERT)
このように,TOGEBY(1982)はquandの機能を2通りに分類 しているが,我
々はそれらを1つに統合することによって,quandの機能をより広 く定義する
ことができると考える。(08),(09)はどちらも quandに導かれる節のみで,
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主節がない。(08)は|そう言っておいたじゃありませんか!|,(09)は1彼女
がまもなく16歳になるとは!|という意味だが,それぞれに主節を付け足すと
以下のようになる。
(08)´Quand je vous le disais, j'avais raison。  (LE GRAND ROBERT)
(09)´Quand je pensc qu'elle aura bientOt seizc ans, je suis 6tonn6.
(ibid.)
つまり, これらの場合の quandは主節が省略されることによって 《exclama
tif)の機能をはたしているが,実は時の流れを意識した,通常の quandの用
法とかわりはないのである。(10)は「それをした以上,私は残りをするつもり
だ」という意味で, この場合の quandは原因を表しているが,「私がそれを
してしまっているとき」と言い換えることができる。すなわち,時の流れを意
識しているのである。これは(10)の場合の quandの類義語である du moment
que,dёs lors que,puisqueにもすべて時を表す語が含まれていることから
もわかるだろう。(11)は「 もし彼女がそう望んでいたとしても, この官廷には
びこる愚か者どもを1人も傷つけずにすませることはできなかっただろう」と
いう意味で,「彼女が望んでいたときにも～」と言い換えることができ, この
場合の quandも時の流れを意識した用法であるといえる。よって,TOGEBY(19
82)が夕)癸貢した 《proposition non―temporelle》 も 《prOposition temporelle》
に含めることができる。quandは時の流れを意識し, PとQを時間的に大きく
切り離すことのない,広い意味での同時性を表すのである.
2.2.momeの機能
mOmeにはいくつかの機能があり,置かれる位置もさまざまである。ここで
は 田伽eの主な用法について述べておきたい。momeは限定辞つきの名詞 (句),
代名詞,形容詞 (句),副詞 (句),動詞 (句)の前または後ろに置かれ,「～
さえ,～すら」という意味を表す。辞書 (3)などには 《extentiOn〉,《rench6
rissement》,《gradation》などと説明されており,類義語としては de plus,
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aussi,v()ire,encorc,jusqu'うなどが挙げられている.
(12)。..sa femme, ses enfants, ses amis mOme sc sont dёvouёs pour
lui。  (GREVISSE,IH., Le francais correct, 1973, p.177)
(13) 1l est grOs et mOnle obёse。  (LE GRAND ROBERT)
また,主に時や場所を表す語の後ろに置かれた場合は exactement,prёcis6-
mentと同義で「まさに～,ちょうど～」という意味を表す。この用法が浸透
し始めたのは20世紀初頭である。
(14)C'est ici mOme que je l'ai rencontrё。  (LE GRAND ROBERT)
(15)C'est a10rs mOme qu'1l arriva。  (ibid.)
mOmeの主な用法は上で述べたように大きく2通りにわかれるが,quandの場
合と同じように,我々 はそれらを1つに統合することができると考える。(12)
は「.…彼の妻,子供たち,友人までもが彼のために献身 した」という意味で ,
「彼のために献身 した」人々の中に「友人」も含まれるのである。(13)は「彼
は太っているだけでなく,肥満である」という意味で,「彼」は「肥満である」
人々の集合の一員とされる。(14)は「私が彼に出会ったのはちょうどここだJ
という意味で,「私が彼に出会った」場所と「 ここ」が一致 している。また(1
5)は「彼が到着 した」時と「 その時」が一致 している。つまり,momeは2つ
のものどうしの一致を表す,またはあるものをある共通項をもつ集合の一員と
してカテゴリー化する機能をもつ。
2.3.quand mOmeの基本的意味
ここでは quand memeのもつ基本的意味を mome quandのそれと対比 させな
がら説明していく.2つの表現の間に意味的な差異が存在するということは,
LE GRAND ROBERT に 〈Ь 《IOme quand n'est pas synonyme de quand mOme et,
loin de renfoncer l'opposition, 1'att6nue et met l'accent sur l'indi―
cation temporelle.》と記述 されているように,明らかである.
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2つの表現の意味を考察するにあたって,sans mOmeとmOme sansの構造
を見ておきたい。
(a)mOme sans crayon
(b)sans momc un crayon
(a)のように mOmeがsansに対 して前置されている場合は mome}《sans X》
で「鉛筆がなくても|という,鉛筆そのものの不必要性を述べており,(b)の
ように後置されている場合は不定冠詞をともなって「鉛筆のようなものがなく
ても|という,鉛筆を含む筆記用具類の不必要性を述べている。つまり,(b)
の後置されている momeは同'じカテゴリーの中の他の要素 (たとえばペン,万
年筆など)の不必要性を暗示 している。
このことは mOme quandとquand momeの意味を説明するのに有効である.
まず,《mome quand tt Q, P》についてであるが,mOmeがquandに対 し
て前置されている.
(16)IOme quand il pleut, je sors.
これは多くの場合,「(外出することを習慣としているので),(外出するの
が好きなので)雨の時にも私は外出する」と解釈するのが適当であり,《je》
がどのようなぶ、るまいをする人であるのかを述べているだけである。つまり,
《mOme quand+Q》は現実性のない状況ではなく,現実性の高い状況を表す
ので,P,Qいずれの動詞 も直説法に置かれることが多いのである。また,以
下のように現実性の低い状況を表す場合は条件法をともなうこともある。
(17).。vous ne donnerez pas le fouet a mes enfants, mome quand ils
ne sauraient pas leurs lecons。 (STENDHAL, Le rouge et le noir
(1), 1830, p.28)
では,quand momeについてはどうだろうか。
(18)Quand meme il pleuvrait, je sortirais.
(18)においては 田emeがquandに対 して後置されている。この場合の mOme
の機能は mome quandの場合とは異なっている。後置される memeはヵテゴリ
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-化の機能をはたすことから,《1l pleuvOir》という事柄は外出するのに困
難な状況の集合の一員としてカテゴリー化されていると考えられる.発話者の
頭の中には「雨が降っているときなど,困難な状況のときは人は外出しない」
という常識的な考えがあるのだが,それとは逆に「それでも私は外出する」と
いう意志がある。Qで「雨が降っても」という仮定を表すことによつて,《je
s()rtir)というPについての強い意志をよりいっそう打ち出しているのである.
3.《quand mome +Q, P》の動詞叙法の組み合わせ
ここでは,《quand mome+Q, P》について,Qの動詞叙法別に発話例を
分類 し, Pの動詞叙法との組み合わせを検討 しながら,quand mOmeのもつ意
味効果について考察 していく。
まず,Qが条件法現在に置かれている例 (4)を挙げる。
(19)Quand口Ome eHe sentirait bon,cette fleur ne me plairait pas.
インフォーマントによれば, この場合,Qの動詞が条件法に置かれていること
により,「いい香 りがしそうにないが,または,いい香 りはしないと知ってい
るが, もししたとしても」という意味を表 し,現実性の低い状況,または現実
性のない状況を表す。以下の3つの例についても同様である.
(03)Quand mome je voudrais prendre ta place, je ne le pourrais plus,
on ne me crolralt pas.
(20)Quand mome ll me supplierait, ie n'accepterais pas。  (WARTBURG,
W。& ZUIHTHOR,P., 1989, p.118)
(21)...si nOus sommes vingt, comme ie l'espOre, et que onze se dO―
clarent pour oui, 1l faut absolement que les neuf autres disent
oui, quand mOne ils seraient passionn6ment attachёs au non.
(STENDHAL, Lucien Leuwen t.3。, 1835, p.218)
(03)は,「もし,私が君の地位を手に入れることを欲 したとしても」,(20)は
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「彼が私に哀願 したとしても|,.(21)は1彼らが n()nに執着 したとしてもJ
という現実性の低い,または現実性のない状況を表 している。Pの動詞は(03),
(20)では条件法に置かれているが, これらはすべて現実性の低い,または現実
性のない状況Qに対する発話者の推測を表 している。(21)においては接続法に
置かれているが, Pの主節である 《il faut absolument que》との共起によ
り,「残 りの9人が ouiと言 う」という現実性の高い推測を表 していると考
えられる。
次にQが直説法に置かれている例 (5)を挙げる。
(04)Si on s'aime trёs fort, quand mome ()n est s6parO, quand mome on
a de la peine, on continue a vivre enselnbre.
(22)...on suivit quelque temps un des ces grands corridors sombres
qui font frissonner ceux―la qui y passent, quand mome lls n'ont
aucun motif de frissonner.  (DUIAS,A. Le Comte de ronte―cristo
t.1. (1), 1846, p.86)
この場合,(04)では「愛 し合 う者同士が離れ離れになったとしても,苦しんだ
としても」,(22)では「大きな暗い廊下を通る人が震える理由はなくても」と
いう現実性の高いと思われる状況を述べている。Pについては(04)も(22)も直
説法に置かれ,(04)では主語が onでぁることから,一般論を述べていると考
えられ,「一緒に生き続けるものなのだ」,(22)では「震えるものなのだ」と
いう断言を表す。
以下では,Qが接続法大過去に置かれている例 (6)を示す。
(05)...quand mOme on ■ous eat mOpris6s, nous scrions toujours venus.
(23) 1ls sont tous, ces braves gens―la, dans un milieu tellement
bruyant qu'11 leur est impossible de se rccueillir pour ёcouter,
d'abord. Puis, quand mOme lls eussent Ocoutё, c'e t la u e de
ces cuvres originales qui ne sont pas faites pour tout le monde.
(FLAUBERT,G., Correspondance 1854 a 1857, 1857, p.
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(24)...quand mOme elle eat senti qu'elle n'avait rien a espёrer de
ce cOtё, elle n'en eat pas mOins rapport6 ら la Tr61ade la ferme
rOsolution..。  (SANDEAU, J., Sacs et parchemins, 1851, p.20)
接続法大過去は前にも述べたとおり,条件法過去と同じ価値をもち,過去に関
する現実性のない仮定を表すことから,(05),(23),(24)の発話は(03 ,(19),
(20),(21)と同様の説明が成 り立つと思われる。(05)は「 (実際はそうでは
なかったが)人が我々をさげすんだとしてもJ,(23)は「 (実際はそうではな
かったが)彼らが聞いたとしても」,(24)は「 (実際はそうではなかったが)
トレラー ドがその点に関して何 も期待 していないと彼女が感 じたとしても」と
いう現実性のない状況を表 している。また, Pの動詞は(05)では条件法に置か
れており,過去に関わる現実性のない状況に対する発話者の推測を表 している。
(23)では直説法に置かれており,発話者の強い断定を表す.(24)においては接
続法大過去に置かれているが, これはQの場合 と同様に,条件法過去と同じ価
値をもっているので, これも過去に関わる現実性のない状況に対する発話者の
推測を表 していると考えられる。
4. おわりに
我々は本稿において,quandとmOmeの機能を中心に「たとえQでもPであ
る」という譲歩を表す表現である 《quand mome+Q, P》のもつ基本的意味
の説明を試みた。また, P,Qそれぞれに見られる動詞叙法を考察し,その組
み合わせを見た。
(16)IOme quand il pleut, je sors.
(18)Quand mome il pleuvrait, ie sOrtirais.
quandは時の流れを意識し, PとQを時間的に大きく切り離すことのない,広
い意味での同時性を表し,(16)における quandと(18)における quandは同じ
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価値をもつ。しかし,momcに関しては,(16)の場合は quandに対して前置,
(18)の場合は後置されている。(16)のmOmcについては簡単に説明がつくが,
(18)はやや複雑である。後置される momeにはカテゴリー化の機能があること
から,発話者は 《1l pleuvOir》という事柄を外出するのに困難な状況の集合
の一員としてカテゴリー化しているのである。発話者の頭の中には「雨が降っ
ているときなど,困難な状況下においては人は外出しない」という常識的見解
があるにもかかわらず,《je sortir)という意志があるのである。Qで「雨
が降っても」という状況を設定することによって,《je sortir)というPに
ついての強い意志を表している。Qが条件法に置かれているときは現実性の低
い,または現実性のない状況を表し,直説法に置かれているときは現実性が高
いと思われる状況を表す。また,接続法大過去に置かれているときは条件法過
去に置かれているときと同じ説明が成り立つと考えられるので, ここではもう
応、れないことにする.《meme quand tt Q, P》が表す意味とは異なり,Qで
現在における事実を表すことはできない。
本稿における考察においては, P,Qの前置・後置についてはまったく遮、れ
ることができなかった。また,発話例の出典も主に文学作品に限られており,
他のジャンルまで広げることはできなかった。これらについては今後の課題と
し,稿を改めて論ずることにする。
注)
(1)Pは主節を,Qは従節をそれぞれ表すものとする。
(2)DISCOTEXTから引用した発話例は19世紀以降のもので,会話文は含
まれない。
(3)主に LE GRAND ROBERT,TRE"Rを指す。
(4)DICOTEXTによる調査によると,《quand meme+Q, P》の発話例
192例中, P,Qともに条件法であるのは67例(約35%)。ま
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た, Pが直説法,Qが条件法であるのは96例(50%)であった。
(5)P,Qともに直説法である例のみで, 15例(約8%).
(6)P,Qともに接続法大過去であるのは11例(約6%),また, Pが
直説法でQが接続法大過去であるのは3例(約2%)であった。
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